
令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
引き続き、申請漏れがないよう、請求期限の周知を徹底しました。 令和8年度も、ひとり親家庭及び3人以上の多子養育者、未就学児2人以上の多胎児を養育する

方を対象に、育児の負担の軽減を図るため、ファミリー・サポートセンターを利用した場合、
その利用料の半額を助成します。

窓口及びホームページにて周知したことで、利用者の申請漏れを防ぐことができました。 引き続き、申請漏れがないよう、請求期限の周知を徹底します。

・改善した点 ・課題
利用助成の請求については、利用後1年以内の請求としていることから、利用者の請求漏れが
発生する可能性があるため、窓口での口頭説明だけでなく、再提出が必要な方への文書での周
知を徹底しました。

利用助成の請求については、利用後1年以内の請求としていることから、利用者の請求漏れが
発生する可能性があります。

・評価 ・取組内容

ファミリー・サポート・センターの利用実績
（件）

         7,939         8,398         9,300 ファミリー・サポート・センターのマッチン
グ件数（件）

           269           259           360

ファミリー・サポート・センターの登録者数
（人）

         2,473         2,511         2,700

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

こども未来課 19,951 24,670 1,980 20,224 13,482

ファミリーサポートセンター支援事業

ひとり親家庭等の就労の支援及び育児の負担の軽減を図るために、ファミリー・サポート・センターの援助活動を利用した場
合に、その費用の一部を助成します。令和3年度からは、助成対象を未就学児2人以上の多胎児を養育する方にも拡大していま
す。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

6,742

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

地域子育て支援拠点における事業の実施状況を確認する際の指導項目について、他自治体の監
査項目を参考に、調査を進めました。

地域子育て支援拠点の実施状況の確認方法等について、実施要綱等の作成を進めます。

子どもを産み育てやすい環境づくり

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
地域子育て支援拠点における事業の実施状況を確認する際の指導項目について、検討を進めま
した。

令和8年度についても、引き続き市内の地域子育て支援拠点事業を運営する社会福祉法人等に
対し、運営費を補助します。また必要とされる地域において、地域子育て支援拠点を1箇所新
設します。

・改善した点 ・課題
地域子育て支援拠点の運営内容等について、適切に指導できる体制を整備するため、指導監査
の実施方法・内容・実施時期等について、具体的に検討を進めました。

地域子育て支援拠点の運営内容等について、適切に指導できる体制の整備が必要となります。

・評価 ・取組内容

地域子育て支援センターの施設数（箇所）             13            14            16 職員に気兼ねなく相談ができ、子育てに必要
なサポート体制があると回答した割合（％）

            79.9            85.5            85.0

地域子育て支援センターの利用者数（人）         41,722        54,194        55,000

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

こども未来課 158,465 128,441 2,639 196,869 134,904

地域子育て支援拠点事業

市内の地域子育て支援拠点事業を運営する社会福祉法人等に対し、運営費を補助します。令和7年度は、市内1箇所（南部地
域）で地域子育て支援拠点を新設しました。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

61,965

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

児童福祉と母子保健の機能を併せ持ち、こども、妊産婦、子育て世帯の健康保持・増進や福祉
に関する包括的な支援を切れ目なく提供するとともに、子育ての不安や虐待、DV、ひとり親家
庭、困難な問題を抱える女性などに関わる相談や、専門的技術に基づいて必要な支援を行うこ
ども家庭センターの設置に向け、準備を進めることができました。

こどもが自分らしく豊かに育つことができ、こどもが権利の主体となれる仕組みを構築できる
よう、「（仮称）流山市こどもの権利条例」の制定に向けた取り組みを進めます。また、子育
て支援拠点を新たに2か所増やし、地域における子育て支援の更なる充実を図ります。

子どもを産み育てやすい環境づくり

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組

・取組内容 ・現状
令和7年度から令和11年度までの5年間を計画期間とした「流山市こども計画」に基づき、すべ
てのこども、若者の育ちや子育てを地域で支え、こどもの権利を保障するための取り組みを進
め、こどもにやさしいまちづくりの実現を目指し、各こども・子育て施策を総合的かつ計画的
に推進しました。

全てのこどもたちが希望に満ちた未来を描けるよう、健やかな成長を支えるとともに、こども
のための施策をより一層推進していくため、新たに設置したこども家庭センターをはじめとす
る各部署が連携し、全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対し切れ目ない支援を行っていきま
す。

・改善した点 ・課題
切れ目ない支援の実現に向け関係機関との必要な調整を行うとともに、市民や関係機関に周知
を図りました。

子どもの権利条約や日本国憲法、こども基本法でこどもの権利保障が定められていますが、こ
どもが生活する身近な場所にこどもを直接支える仕組みがないと実現が難しいことから、流山
市の状況に即し、かつこどもが権利の主体として自分らしく生きるための実効性のある仕組み
が必要です。

・評価 ・取組内容

流山市は子育てがしやすいまちだと思う市民の割合 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した市民の
割合（まちづくり達成度アンケート）

66.4 66.8 62.6 ％ ↑

合計特殊出生率 15～49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女
性が一生の間に生む平均子ども数を推計したもの（千葉県健康
福祉部）※値はR4、R5、R6のもの

人 ‐

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R5実績 R6実績 R7実績 単位

1.50(※) 1.46（※） 1.42（※）

目指す
方向

18歳未満の人口 住民基本台帳人口（市民課）各年4月1日 39,388 39,947 40,203

↑

施策 子ども・子育て 基本政策 子どもをみんなで育むまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 こども未来部 施策の目的 すべての子どもが健やかに育ち、地域全体で子育てできるまちをつくる



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
要配慮児童の受入れ促進を図るため、既存の補助制度の見直しを図りました。 国の制度改正により、10月から無償化の給付上限額が拡充する予定です。

私立幼稚園等からの申請書を審査し、適正に補助金を交付しました。 制度改正について、広報やホームーページへ掲載する他、幼稚園を通じて周知を図ります。

・改善した点 ・課題
要配慮児童一人当たり年額5万円の補助金を見直し、月額5万円又は7万5千円に大幅に拡充しま
した。

国の動向を注視し制度改正があった場合は、速やかに対応する必要があります。

・評価 ・取組内容

私立幼稚園等要配慮児童受入支援補助金申請
施設数（か所）

-            11            15

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

保育課 807,517 831,658 13,194 758,580 504,874

私立幼稚園子育てのための施設等利用給付事業

令和元年10月からの幼児教育・保育の無償化による給付費を支給する他、要配慮児童の受入れ促進を図るため補助金を交付し
ます。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

253,706

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

「若者まちづくり事業」をはじめ、小・中学生を中心とした「こども会議」を実施しました。
こどもの意見聞き、庁内他部署と連携し、事業に反映させることができました。

「若者まちづくり事業」や「こども会議」をはじめ、条例制定に向けて学校、児童館、学童ク
ラブなどでこどもや保護者等から意見を聴取していきます。

子どもを産み育てやすい環境づくり

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
令和7年度は、高校生・大学生から施策提言をいただく、「若者まちづくり事業」を新たに始
めました。

「（仮称）流山市こどもの権利条例」の制定に向けた取り組みを行います。

・改善した点 ・課題
こども・若者から提案のあった意見等について、こども施策への反映方法を検討しました。 こどもや保護者、事業者からもさらに意見を聴取する必要があります。

・評価 ・取組内容

こどもワークショップの開催数（回）              1             1             1 こども会議の参加者数（人） -            16            20

こども会議の開催数（回） -             5             5 若者まちづくり事業への参加者数（人） -            20            20

5,224

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

こども未来課 6,190 3,989 26,388 9,624 4,400

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

こども計画推進事業

「すべてのこども・若者の育ちや子育てを地域全体で支え こどもの権利を保障するための取組を進めこどもにやさしいまちづ
くり」の実現を目指し、流山市こども計画を推進します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            96.76

延べ利用時間（時間）          2,159         2,008 -

本事業のイメージが持てるよう、ホームページの掲載内容を工夫するとともに、利用までの手
続きが困難な場合には、事業者への連絡調整を一緒に行う等、利用者の不安や負担を軽減さ
せ、利用につながる支援を行いました。

令和8年度からは、妊娠・出産・子育てサポート事業に移管します。

・改善した点 ・課題
申請をした妊産婦のうち、サービスを利用する事に対する不安や産後の忙しさ等から利用に至
らない場合があるため、本事業についての具体的なイメージが持てるような案内や周知の工夫
を行いました。

令和8年度からは、妊娠・出産・子育てサポート事業に移管します。

・評価 ・取組内容
本事業の内容をイメージできるよう、ホームページの掲載内容を工夫することで、利用につな
げることができました。また、委託事業者と研修会をオンラインで行い、本事業の共通理解を
図り情報交換を行うことで、連携強化を図ることができました。

令和8年度からは、妊娠・出産・子育てサポート事業に移管します。

子どもを産み育てやすい環境づくり

            96.33 -

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

健康増進課 6,873 6,639 13,194

R7実績 R8目標
申請者数（人）            350           384 - この地域で今後も子育てをしていきたい者の

割合（％）

0 0 0

担当課 R7当初予算

子どもを産み育てやすい環境づくり

育児支援等サービス事業

親族等から産前産後のサポートが受けられない妊産婦を対象に、市が委託する事業者が行う上限12時間分の育児支援や家事支
援を自己負担なしで提供することにより、妊産婦の心身の負担の軽減を図るとともに、安心して出産及び育児ができる環境を
確保します。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
昨年と同様に市内2か所の送迎保育ステーションを起点とし、バス7台で市内全域の保育所へ児
童を送迎しました。

保育施設の整備が進んだことにより利用者数は減少傾向にあり、待機児童もゼロを維持してい
るものの、本事業がなければ保育所に通所できなかった児童は存在しているため、引き続き事
業の継続は必要です。

本事業の実施により、保育需要に対応するとともに、保護者の送迎に関する負担軽減に寄与す
ることができました。

市内2か所の送迎保育ステーションを起点とし、市内全域の保育所へ児童を送迎するととも
に、効率的な事業運営について研究します。

・改善した点 ・課題
利用者の推移に伴う、適正なバス台数の検討を行いました。 安全・安心な移送の確保と保護者の送迎における負担を軽減を図ることを最重要の課題としつ

つ、利用者の推移に伴い、適切な事業規模の見直しについて検討が必要となっています。

・評価 ・取組内容

送迎保育ステーションの設置数（か所）              2             2             2 延べ利用数（人）         16,290        14,935        14,935

送迎バスの台数（台）              7             7             6 待機児童数（翌年度4月1日時点）（人） 0 0 0

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

保育課 98,525 98,515 3,299 94,058 47,551

送迎保育ステーション事業

流山おおたかの森駅前と南流山駅前の2か所の送迎保育ステーションから市内全域の保育所へ児童を送迎し、待機児童の解消及
び児童の送迎に係る保護者の負担軽減を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

46,507

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

令和7年度は事業の実施がありませんでした。 公立保育所での事業の実施や、新たな事業所の認可・確認等により実施施設の拡充に努めま
す。

保育サービスの充実

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
令和7年度は事業の実施がありませんでした。 本事業については、認可保育所8施設、小規模保育事業所2施設、幼稚園1施設を認可していま

す。

・改善した点 ・課題
令和7年度は事業の実施がありませんでした。 流山市こども計画の中間見直しに併せて、量の見込みと確保方策を検討する必要があります。

・評価 ・取組内容

新規認可事業所（か所） - -            11

577

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

保育課 0 0 9,896 14,337 13,760

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

乳児等通園支援事業

全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、保護者の多様な働
き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化するための事業。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            96.76

            78.25            80.00

産後ケア事業では利用料の一部減額を実施する等の支援の強化を図りました。また、産後ケア
実施施設や新規開院の産院・助産院等に本事業の説明を行い、事業者の確保に努めました。妊
産婦に対しては、各種の社会資源を案内・提供するために、情報の収集及び把握に努め、関係
機関と連携し、個々の状況に応じた支援を行いました。

妊産婦や子育て家庭が支援を要する要因は、様々であることから、母子健康手帳交付時面談や
電話相談などで個々の状況を把握し、必要な支援を行っています。今年度からこども家庭セン
ターで事業を行い、妊産婦と子育て家庭に対し訪問や相談事業等を通して支援を行います。

・改善した点 ・課題
子育ての負担感や孤立感からくる不安の解消を図るため、妊産婦の個々の状況に応じた社会的
資源の提供や支援を行いました。また、産後ケアでは利用者の受け皿となる事業者の確保に努
めました。

妊産婦や子育て家庭の負担感や孤立感からくる不安の解消を図るため、引き続き個々の状況に
応じた支援を行う必要があります。また、産後ケア事業の対象者を拡充することから、引き続
き、利用者の受け皿となる事業者の確保に努める必要があります。

育てにくさを感じた時に対処できる親の割合
（％）

            80.73

・評価 ・取組内容
産後ケア事業では、利用料の一部減額を実施することで経済的負担を軽減することができまし
た。また、産後ケア実施施設等への働きかけにより、事業者を増加することができました。妊
産婦に対しては、関係機関と連携することで、必要な支援を行うことができました。

産後ケア事業では、対象者を産後ケアを必要とする方に拡充し、利用希望者が利用しやすくな
るよう支援の強化を図ります。今年度から、こども家庭センターで事業を実施するため、妊産
婦だけでなく子育て家庭も対象として、児童福祉部門と連携し、引き続き個々の状況に応じた
支援を行います。

子どもを産み育てやすい環境づくり

            96.33            97.00

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

こども家庭センター 226,589 207,511 19,791

R7実績 R8目標
母子健康手帳交付時面談実施率（％）            100           100           100 この地域で今後も子育てをしていきたい者の

割合（％）

46,760 27,033 19,727

担当課 R7当初予算

子どもを産み育てやすい環境づくり

妊娠・出産・子育てサポート事業

こども家庭センターとして、妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支援を実施します。母子健康手帳交付時の妊婦面談で把握
した情報をもとに作成した支援プランにより、安心して出産・育児が行えるよう、妊娠早期から不安や困り事についての相談
に応じ、支援を行います。各種事業を実施することで、子育ての負担感や孤立感からくる不安の解消を図ります。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
保育士の確保や保育の質の向上を図るため、適正に補助金を交付しました。 保育士の確保や保育の質の向上を図るため、国庫補助等を有効に活用し補助金を交付します。

私立保育所等からの申請書を審査し、適正に補助金を交付しました。 各補助事業について、必要性や有効性の精査を行う他、適正な補助事務を行います。

・改善した点 ・課題
看護師等の配置の促進を図るため、病児保育事業（体調不良児型）を新たに開始しました。 国や県の動向を注視しながら適宜補助事業の見直しを行い、適正な補助金の支給に努める必要

があります。

・評価 ・取組内容

補助施設数（件）             98            98           101 待機児童数（翌年度4月1日時点（人）） 0 0 0

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

保育課 2,920,439 2,746,981 19,791 3,460,276 863,085

私立保育所等運営補助事業

保育士の確保や保育の質の向上を図るため、保育所等を設置運営する社会福祉法人等に対し補助金を交付します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

2,597,191

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

保育に支障がないよう老朽化した椅子の入れ替え作業を行いました。 老朽化し、ささくれ等が目立つ保育室の児童用のロッカー等を改修します。

保育サービスの充実

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
児童が安全安心な環境下で保育を受けられるよう環境整備をしました。 築年数が50年近く経過しています。

・改善した点 ・課題
児童用の椅子を更新しました。 児童が安全な環境下で安心して保育を受けられる環境を整備する必要があります。

・評価 ・取組内容

改修等整備箇所数（か所）              2             1             2 公立保育所利用者数（4月1日）（人）            548           510           540

10,692

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

保育課 10,692 5,165 1,320 10,692 0

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

保育所改修事業

公立保育所5か所の改修等整備を行い、入所児童や職員が安心・安全かつ快適に保育できるようします。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

           613

ホームページ、SNS、紙媒体など、それぞれの特性に応じた効果的な周知方法を研究しまし
た。

新型コロナウイルス感染症が終息したこと、制度の周知を図ったことにより、急な病気への備
えとして事業に対する関心が高まっています。

・改善した点 ・課題
利用者は増加傾向にあるが、令和5年度のアンケートの際は、約20％の方が制度そのものを認
知していない状況であったことからより一層の制度周知を行いました。

こどもの体調や世帯の状況により需要が変動し、量の見込みを立てることが難しい事業である
ことから、感染症流行期を中心としつつも、一年を通じての需要について研究する必要があり
ます。

・評価 ・取組内容
制度の周知により、前年度と比較して利用者が約3％増加しました。 感染症の流行しやすい時期を中心としつつ、一年を通じての需要について研究します。

保育サービスの充実

           631           650

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

保育課 69,247 69,149 3,299

R7実績 R8目標
病児及び病後児保育実施園数（園）              3             3             3 利用者数（年度ごと延人数）（人）

73,600 31,320 42,280

担当課 R7当初予算

保育サービスの充実

病児保育事業

保育所等に通所中の児童が、病気中・病気回復期において集団保育が困難な期間に、当該児童の一時的な預かりを行います。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
令和9年度の供用開始に向け、おおぐろの森小学校区学童クラブ増設工事を実施しました。 おおぐろの森小学校区における児童の増加に対応するため、学童クラブ増設工事が必要です。

遅滞なく増設工事を進めることができました。 令和9年度の供用開始に向け、おおぐろの森小学校区学童クラブ増設工事を引き続き実施しま
す。

・改善した点 ・課題
学童クラブの運営に支障がないように、関係機関と調整をとり、おおぐろの森小学校区学童ク
ラブの増設工事を予定どおり実施することができました。

学校施設の増築整備と同時に行うことから、各機関と調整をとりながら計画的に進めていく必
要があります。

・評価 ・取組内容

学童クラブの整備後の定員数（人）          3,748         3,748         4,148 待機児童数(3月末)(人) 0 0 0

学童クラブの整備後の施設数（施設）             39            39            39

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

教育総務課 187,942 83,565 6,597 423,574 365,476

学童クラブ施設整備事業

児童数の増加に対応するため、引き続きおおぐろの森小学校区学童クラブの増設工事を行います。また、学童クラブを安心・
安全に運営するための施設整備を進めます。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

58,098

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

配慮を要する児童への関わり方についてと、こどもの権利についての研修を実施し、支援員等
のスキルアップを図りました。

引き続き、支援員等に対する研修や処遇改善を通して、学童クラブの質の向上に取り組みま
す。

学童クラブの充実

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
支援員や補助員に対する研修や処遇改善を通して、学童クラブ運営の質の向上に取り組みまし
た。

学童クラブの利用者は増加傾向にあり、利用者のニーズも多様化しています。

・改善した点 ・課題
研修内容について事前に法人から要望を聞くことにより、効果的な研修を行うことができまし
た。また、支援員等の安定的な確保に資するため、継続して処遇改善を行いました。

利用者数の増加に伴い、支援員等の安定的な確保が必要であり、継続的な処遇改善に努める必
要があります。また、多様なニーズに応えるため、更なる研修の実施が必要です。

・評価 ・取組内容

研修開催件数（件）              2             2             2 放課後児童支援員へ処遇改善のために支払っ
た額（千円）

        67,720        73,402        94,944

学童クラブの延べ利用人数（人）         44,569        49,618        54,580

127,111

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

教育総務課 269,219 246,634 17,227 322,240 195,129

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

学童保育運営事業

就労等の理由により、放課後家庭内で保育の困難な小学校児童を対象に、放課後の遊びや生活の場を提供し、健全育成を図り
ます。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

0

整備により増加した定員数（人） -            60           210

市内各地域での保育需要に応じた保育施設の整備を検討する他、老朽化した私立保育所の改修
に対する補助を行いました。

北部地域及び東部地域の保育需要が増加しています。

・改善した点 ・課題
北部地域の新設園については、令和8年度の開設に向け着工し、また私立保育所2園について改
修補助を行いました。

各地域や年齢別の保育需要の把握に努める必要があります。

・評価 ・取組内容
認可保育施設の整備に係る費用の一部を補助しました。 新たな認可保育施設の整備等、必要な施策を展開します。

学童クラブの充実

0 0

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

保育課 437,842 161,645 13,194

R7実績 R8目標
整備箇所数（か所） -             1             3 待機児童数（翌年度4月1日時点（人））

735,932 503,990 231,942

担当課 R7当初予算

保育サービスの充実

私立保育所整備補助事業

保育所の受入児童数の増加等を図るため、市内に認可保育施設を整備する事業者に対して費用の一部を補助します。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
窓口や電話等での相談の際に、当該事業について案内するとともに、チラシ等を作成し、周知
に努めました。

市民にとって「ADR（裁判外紛争解決手続）」という用語自体の認知度が低く、制度の利便性
や具体的な利用メリットが十分に周知されていないことが考えられます。また、適切な養育費
の確保等のためには専門家の助言が必要です。

事業初年度としてチラシ作成や窓口や電話での周知活動を展開しましたが、裁判外紛争手続き
に係る費用助成については、利用に至りませんでした。

令和8年度から養育費確保等のための弁護士相談を開始します。弁護士会と連携し、法律相談
の現場において、裁判外紛争解決手続きの活用が適している相談者に直接、当該事業を紹介し
てもらう仕組みを構築します。

・改善した点 ・課題
事業開始年度であるため、事業の周知を図りました。 悩みや紛争を抱える潜在的な利用層へ直接アプローチする方法を検討する必要があります。

・評価 ・取組内容

公正証書作成費用の助成件数（件） -             5            10

裁判外紛争手続費用の助成件数（件） - -             2

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

こども家庭センター 240 93 1,980 300 150

こどものための養育費確保等支援事業

離婚後の生活や子育てに関する不安を解消するため、養育費等の取り決めを記載した公正証書の作成費用や裁判外紛争手続き
に係る費用の助成を行います。令和8年度からは養育費確保等のための弁護士相談を実施します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

150

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

専門職等の職員を増員し、県等の研修会に積極的に参加するとともに、職員向けにアドバイ
ザーを呼んで助言等を行うなど相談支援技術等の向上を図りました。また、要保護・要支援等
の家庭に配食等を行うこども家庭見守り支援強化事業を子ども食堂ネットワークに業務委託す
ることで、地域の見守り体制を強化しました。

こどもや家庭への様々なニーズに即した支援が行えるよう、引き続き研修会等へ積極的に参加
し、職員の相談支援技術等の向上を図ります。また、統括支援員による実務面のマネジメント
の強化や、様々な専門職の連携等により、こどもや妊産婦、子育て世帯等に切れ目のない支援
を提供します。

養育環境への配慮

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
こどもや家庭への様々なニーズに即した支援が行えるよう専門職を配置するとともに、研修会
等への積極的な参加により、職員の相談支援技術等の向上を図りました。地域でのこどもの見
守りや支援が適切に行われるよう、引き続き関係機関との連携強化を進めるとともに、子ども
食堂と連携し、地域の見守り体制を強化しました。

児童虐待通告を含めた相談件数は高止まりの傾向にあり、複雑・困難化した課題を抱える対象
者が増加しています。こども家庭センターにて妊娠期から切れ目のない支援を提供すること
で、児童虐待の予防的な取り組みを強化します。

・改善した点 ・課題
増加する児童虐待通告に迅速かつ適切に対応するために、職員の相談支援技術等の向上及び地
域でのこどもの見守りや支援が適切に行われるために関係機関との情報共有・連携の強化を図
りました。

児童虐待通告を含めた相談に対して、引き続き迅速かつ適切に対応していくために、職員の相
談支援技術等の向上や関係機関との連携を図るとともに、児童虐待の予防に向けた取り組みを
強化する必要があります。

・評価 ・取組内容

安全確認件数（％）             99            99            99 研修アンケートによる参加者の理解度（％）            100           100           100

研修開催回数(回）              3             4             4

31,569

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

こども家庭センター 21,268 16,934 131,940 41,459 9,890

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

要保護児童対策事業

要保護児童等の早期発見や適切な保護を図るため、児童相談所、警察、医療機関などの関係機関等との情報共有と連携を強化
し、こどもや家庭に迅速・適切なサポートを図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            61.76

            83.33            90.00協力塾数(件）             70            82            82

報告書等の簡素化に努めるとともに、積極的に市内学習塾に対し、当該事業への協力を呼び掛
けました。

協力塾との連携を維持し、こども達にとっての利用の機会を広く提供し、事業の活性化を図っ
ていきます。

・改善した点 ・課題
利用できるこどもを増やすために、協力塾を増やしました。 昨今の物価高騰に伴う人件費の上昇により、現行の契約条件での維持困難を訴える事業者がで

てきているため、協力塾の維持を図る必要があります。

希望通りの高校に進学できたと回答した児童
数（％）

            71.43

・評価 ・取組内容
協力塾について、前年度と比較して9事業者を増加し、利用できるこどもにとっての選択肢を
拡充しました。

協力塾の減少によりこども達の学習機会が損なわれる恐れがあるため、委託費用の適正化や支
援体制の再構築を図っていきます。

養育環境への配慮

            66.67            80.00

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

こども家庭センター 76,139 64,346 4,618

R7実績 R8目標
利用者数(人)            115           147           133 学習の習慣がついたと回答した児童数（％）

79,094 59,320 19,774

担当課 R7当初予算

養育環境への配慮

ひとり親家庭等生活向上事業

こどもの貧困の連鎖を防止するため、生活困窮者世帯の中学校1年生から中学3年生のこどもが希望する学習塾へ通えるよう支
援します。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
前年度に引き続き、スキットメールを活用し保護者に直接情報提供を行うことで、相談室の周
知に努めました。また、県や関連機関が開催する研修会へ積極的に参加しました。

平日、月曜日から金曜日の午前9時30分から午後4時30分まで相談室を開設し、これに加え年間
6回午前9時から午後18時30分まで特別相談窓口を開設しています。

・改善した点 ・課題
より多くの市民に利用していただけるよう、引き続き相談しやすい雰囲気づくりと周知に努め
ました。また、相談内容に応じて、適切な相談窓口への案内ができるよう、関係機関との連携
を図りました。

より多くの市民に利用していただけるよう、引き続き相談しやすい雰囲気づくりと周知の必要
があります。また、多様化する相談内容を理解し受け止める対応力が求められます。

・評価 ・取組内容
相談窓口を広く周知することで、昨年度より多くの相談機会を提供することができました。 引き続き、県や関連機関が開催する研修会へ積極的に参加し、きめ細やかな対応に努めます。

また、広報ながれやま、市ホームページに加え、相談室だよりなどを積極的に活用し、通常の
相談や特別相談窓口の周知に努めます。

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

文化芸術・生涯学習課 7,393 7,321 5,278

R7実績 R8目標
相談件数（件）             80            88 -

7,879 0 7,879

担当課 R7当初予算

青少年の健全育成の促進

青少年相談事業

青少年やその保護者が一人で悩むことがないよう、青少年専門相談員による電話相談及び相談室で行う対面相談を充実しま
す。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
教科横断的な学習の充実を図るため、学校の教材購入を支援し、米作りの体験を行っている小
学校に対し、外部講師を招聘しました。

探究的な学習や体験学習などを通して、児童生徒が自分自身で考え、課題に取り組む姿勢を身
につけるための取組を実施していく必要があります。

「総合的な学習の時間」の充実を図ることができ、教科横断的な学習や探究的な学習・体験学
習を通して、自己の生き方を考える機会を設けることができました。

より探究学習の推進するために、多くの学校が取り組めるようなプログラムを実施していきた
いと考え、児童生徒自らが疑問を持ったことについて、自ら調べ探究し発表する学習をサポー
トする全く新しいプログラムを、市内4校に対して実証的に導入していきます。

・改善した点 ・課題
探究的な学習や体験学習などを通して、児童生徒が自分自身で考え、課題に取り組む姿勢を身
につけるための機会をより充実させました。

子供達が自分自身で考え、課題に取り組む姿勢が不可欠であるため、「総合的な学習の時間」
等で、教科横断的な学習や探究的な学習・体験学習を通して、自己の生き方を考える機会を与
えていくことが必要となります。

・評価 ・取組内容

探究学習プログラム利用者数（人） -         1,000         3,000 全国学力学習状況調査の質問紙の肯定的な回
答（％）

-            78.5            79.5

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 1,498 1,480 1,980 5,880 2,200

総合的な学習の時間推進事業

これからの社会を生き抜くためには、子供達が自分自身で考え、課題に取り組む姿勢が不可欠であるため、「総合的な学習の
時間」等で、教科横断的な学習や探究的な学習・体験学習を通して、自己の生き方を考えることができるように取り組んでま
いります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

3,680

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

貸出冊数を増やすことができました。学校図書館図書標準に満たない学校もあるので、継続し
て充実した環境になるよう計画的な整備を行いました。

令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

確かな学力の育成

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
学校図書館の充実や学校図書館司書の研修等の充実を図ることで、学校図書館の活用率や貸出
冊数のさらなる増加を目指しました。

令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

・改善した点 ・課題
さらなる読書推進や探究的な学習の実現を目指し、図書の充実等を図りました。 令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

・評価 ・取組内容

学校図書館司書配置数（1人あたり担当校数）
（校）

             1.3             1.1 - 小学校図書貸出冊数（R8.3月）（冊）        475,051       499,101 -

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 38,513 37,045 6,597 0 0

小学校教育指導運営事業

児童の読書活動推進のため、学校図書館の充実に努めます。また、学校図書館を運営していくために必要な専門性や技術を備
えた学校図書館司書を配置します。探究的な学習を進めるため、タブレット端末から閲覧可能なインターネット百科事典を導
入します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

0

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

いじめは早期発見・早期対応が肝要であることから、あらゆる予兆からいじめの根源を掬い取
り、認知を行うとともに、被害児童生徒と保護者に寄り添った対応を心掛け、解消に努めまし
た。

いじめ事案が重大化、長期化しないよう、学校を支援していきます。また、学校だけでは解決
が困難な事案への対応に当たっては、生徒指導アドバイザーやスクールソーシャルワーカー等
の専門性の高い人材の知見を活かし、関係機関と連携しながら解決に向け取り組んでいきま
す。

確かな学力の育成

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組

・取組内容 ・現状
いじめ事案が重大化・深刻化・長期化しないよう、学校を支援し、また学校だけでは解決が困
難な事案への対応に当たっては、生徒指導アドバイザーやスクールソーシャルワーカー等の専
門性の高い人材を活用するとともに、関係機関と連携して取り組みました。若手教員を対象と
する教師力アップ講座等研修や指導主事の学校訪問を通して、市内小中学校の授業改善に取り
組みました。

児童生徒数が横ばい傾向の中、認知したいじめが重大化、深刻化、長期化しないように、初期
対応を適切に行うことが引き続き求められています。

・改善した点 ・課題
いじめは初期対応が何よりも重要であるため、学校現場においていじめの未然防止と早期発
見、また、いじめを認知した際の対応が適切に行われるよう、教職員のいじめ対応に係る理解
を深めるため、研修等を実施しました。全国学力・学習状況調査について、無回答率が高い解
答があったことから、普段の授業の中で自分の考えや意見をもって学習するよう授業改善に取
り組みました。

いじめは初期対応が最も重要であるため、学校現場において、適切な初期対応に一層努めると
ともに、いじめを認知した際の対応が適切に行われるよう、教職員の生徒指導力の向上を図っ
ていく必要があります。

・評価 ・取組内容

いじめの認知件数 いじめの教師認知件数調査（市）※小学校、中学校 4,427
407

4,381
353

4,199
328

件 ↓

児童・生徒数 学校基本調査（文部科学省）※児童、生徒　5月1日時点

％

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R5実績 R6実績 R7実績 単位

13,512
5,121

13,909
5,285

14,245
5,423

人

目指す
方向

全国学力・学習状況調査平均正答率（目指す方向：全国平均、
県平均を上回る）

全国学力・学習状況調査（文部科学省）※小学校、中学校 68.0
60.3

69.0
59.0

66.5
56.0

‐

施策 学校教育 基本政策 子どもをみんなで育むまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 学校教育部 施策の目的 学びに向かう力と自立する子どもを育む



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
児童生徒のさらなる学校生活の充実を目指し、協議会やボランティア活動を実施するうえで、
そのニーズを生かした具体的な活動となるように実態把握及び持続可能な活動の実現に努めま
した。

児童生徒が主体となって学校生活を送るため、こどものニーズに合った活動やボランティアを
設定することに課題があります。また、共働き世帯の増加に伴い、長期休業期間のこどもの居
場所づくりが求められています。

学校支援コーディネーターの配置により、学校サポートボランティアの派遣をスムーズに行う
ことができました。しかし、児童生徒及び学校のニーズに応じた活動を実施するために、サ
ポートボランティアの派遣をしました。

児童生徒のさらなる学校生活の充実を目指し、こどものニーズを生かした具体的な活動となる
ように実態把握及び持続可能な活動の実現に努めていきます。また、市内の小学生が地域にお
いて、安全、安心な場所で、健やかに心身が育まれるよう夏休みのこどもの居場所づくりにつ
いて業務委託し、子育て支援の促進を行います。

・改善した点 ・課題
学校支援コーディネーターの役割が多様化したため、活動時間上限時間を増やし、サポートボ
ランティアの派遣の充実を図りました。

学校と地域が連携した取組ができるようにするため、学校支援コーディネーターの役割を明確
にし、こどものニーズに合わせた活動を設定する必要があります。

・評価 ・取組内容

市内各中学校区本部設置数（校）             10            10            10 地域による学校支援年間参加延べ人数（1月ま
で）（人）

        60,000        60,000        70,000

夏休みのこども居場所設置校数（校） - -             4 夏休みのこども居場所利用者延べ人数（人） - -         1,000

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 9,503 8,146 1,980 21,689 10,264

地域による学校支援事業

中学校区に地域学校協働本部を設置し、各学校に配置したコーディネーターが、中学校区の学校（小学校2校または1校、中学
校1校）とボランティアを希望する地域住民との調整を図りながら、学校支援ボランティアを派遣し、児童生徒の教育活動の充
実を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

11,425

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

市内全小学校で「幼保小連携の日」を開催し、幼保小連携の基盤を築くことができました。ま
た、年間2回の幼保小合同研修会や幼児教育アドバイザー派遣等を通じて、「流山市版架け橋
期カリキュラム作成の手引き」を活用しながら、幼保小連携の必要性について啓発することが
できました。

幼児教育アドバイザーを対象とした、「幼児教育アドバイザー育成研修」を開催します。ま
た、各種研修会の開催方法や周知の方法を工夫していきます。

確かな学力の育成

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
幼保小連携の必要性について、「流山市版架け橋期カリキュラム作成の手引き」を活用しなが
ら各種研修会で啓発するとともに、市内の全小学校で「幼保小連携の日」を開催し、顔の見え
る関係性の構築を図りました。

架け橋期のカリキュラムの作成を進めていけるよう、各種研修会を開催するとともに、幼児教
育アドバイザーやスクールカウンセラーを園や小学校に派遣する事業を通して、各園・校の教
育・保育の質の向上に向けた人材育成を行っていきます。

・改善した点 ・課題
今後、架け橋期のカリキュラムの作成を通じて、各園・校の教育・保育をより良いものにする
ために、幼保小の連携を深めました。

多様な園・校種に対して助言できるよう、幼児教育アドバイザーの育成を行っていく必要があ
ります。また、「幼保小合同研修」や「幼児教育希望研修」において、園・校種を超えた多く
の職員がともに学ぶ機会を設定する必要があります。

・評価 ・取組内容

巡回相談件数（件）             66            57            70 「幼保小連携の日」に参加した幼児教育・保
育施設の施設数（園）

-            74            75

8,500

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 14,128 13,395 13,194 14,916 6,416

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

幼児教育支援センター運営事業

関連機関との連携を図り、幼児教育から学校教育への滑らかな移行を支援するとともに、幼児教育相談の充実を図り、家庭教
育や園における就学前教育を推進します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

        39,363

学校図書館環境の充実や学校図書館司書の研修等の充実を図ることで、学校図書館の活用率向
上、未読者の減少を目指しました。

令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

・改善した点 ・課題
未読者への対応や学校図書館の環境充実を図りました。 令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

・評価 ・取組内容
学級数増加に伴い、学校図書館図書標準の達成率が低くなりました。計画的な整備に努めまし
た。

令和8年度からは「学校図書館教育推進事業」に統合しました。

確かな学力の育成

        40,195 -

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

指導課 21,204 20,880 6,597

R7実績 R8目標
学校図書館司書配置数（1人あたり担当校数）
（校）

             1.5             1.5 - 中学校図書貸出冊数（R8.3月）（冊）

0 0 0

担当課 R7当初予算

確かな学力の育成

中学校教育指導運営事業

生徒の読書活動推進のため、学校図書館の充実に努めます。また、学校図書館を運営していくために必要な専門性や技術を備
えた学校図書館司書を配置します。探究的な学習を進めるため、タブレット端末から閲覧可能なインターネット百科事典を導
入します。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
国庫補助を活用し、令和7年度予算を一部令和6年度に前倒しして実施することにより、早期に
不具合を解消しました。

西初石小学校及び南流山第二小学校の埋設管、鰭ケ崎小学校連結送水管に不具合が生じていま
す。

学校運営を止めることなく、安全を優先し工程管理を行い、工事を遅滞なく完了させました。 国庫補助を活用し、令和8年度予算を一部令和7年度に前倒しして実施することにより、早急に
不具合を解消します。

・改善した点 ・課題
西深井小学校消火ポンプ、長崎小学校揚水ポンプ及び避難器具の不具合箇所について改修を行
いました。

西初石小学校及び南流山第二小学校の埋設管、鰭ケ崎小学校連結送水管の不具合箇所について
早急に対応する必要があります。

・評価 ・取組内容

設備点検による不具合数（件）              5             7            11 改修工事による是正率（％）            100           100           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 3,866 22,362 9,971 4,960 0

小学校設備改修事業

小学校施設において、経年による設備の損耗箇所を改修し、教育環境の向上を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

4,960

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

各校の効果的なICT活用実践例を研修会で共有し、各校で広げるだけでなく、講師をお招き
し、専門的な活用法の理解を深めました。電子黒板を整備した学校では、学習指導等の活用が
進みました。

新しいアプリやシステムについては、ICT支援員が講師となり、各校での研修を充実させま
す。効果的なICT活用実践例を研修会で共有し、各校で広げていきます。

教育環境の整備

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
プログラミングや校務支援アプリ等のニーズに合ったICT研修を実施しました。環境整備とし
て、電子黒板を江戸川台小学校、南部中学校、常盤松中学校、東部中学校に整備し、活用研修
を実施しました。

若年層の教職員や他市からの異動者が増えています。令和8年度から新しいアプリ、システム
等の導入をします。

・改善した点 ・課題
ICT機器を活用するだけでなく、効果的な活用方法やICT教育の目的に目を向け、理解を深めま
した。

授業支援アプリ、プログラミング、校務支援システムといった本市のICT教育の実情や活用方
法について理解を深める必要があります。

・評価 ・取組内容

市内児童・生徒用のコンピュータ数（台）         19,185        22,620        23,259 小学校におけるICT機器の週３回以上の利用率
（％）

            53            69            70

中学校におけるICT機器の週３回以上の利用率
（％）

            63            82            83

733,127

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 378,076 461,412 6,597 733,987 860

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

ＩＣＴ学習空間整備事業

児童生徒の情報活用能力の育成を図るために、GIGAスクール構想に伴うタブレット端末、校内ネットワーク環境及びその他ICT
機器を整備します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            11.0

-            27電子書籍サービス利用率（％） - -            80

学校図書館図書標準の達成に向けた蔵書整備を計画的に実施するとともに、新聞配備や図書シ
ステムの運用をとおして、児童生徒の読書環境の充実を図りました。

大規模校においては、図書に親しむ機会を確保するために、読み放題電子書籍の導入をしま
す。

・改善した点 ・課題
図書の配架場所の不足はあるものの、配架場所等を工夫し、児童生徒の読書環境の充実に努め
ました。

学校図書館司書や司書教諭と連携した効果的な学習支援に努める必要があります。また、計画
的に蔵書を充実できるよう努めます。

電子書籍利用者の1人当たり年間平均読書冊数
（冊）

-

・評価 ・取組内容
学級数増加に伴い、学校図書館図書標準の達成に未達の学校が見られました。 学習センター機能としての学校図書館運営、学校図書館司書や司書教諭と連携した学びの支援

の充実に向けて、計画的に研修を実施します。

教育環境の整備

            10.5            10.0

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

指導課 20,375 19,074 6,597

R7実績 R8目標
児童生徒1人当たりの貸出冊数（電子書籍導入
校除く）（冊）

            19.0            20.5            22.0 不読者率（％）

101,631 50,639 50,992

担当課 R7当初予算

教育環境の整備

学校図書館教育推進事業

学校図書館への新聞配備、図書システム、図書備品及び教育用備品を整備し学校図書館の充実を図ります。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
複数年事業ではありますが、早期完了を目指して学校との調整を進めました。 教室ロッカーの改修は、生徒不在の夏休み期間中に実施することから、実施教室数に限度があ

ります。

ロッカーの工事において、夏休み中に工事を終わらせ、9月より共用開始することができまし
た。

複数年事業ではありますが、早期完了を目指して学校との調整を進めます。

・改善した点 ・課題
改修を要するロッカーを優先順位の高いものから改修を行いました。 改修を要するロッカー全てを早期に完了させる必要があります。

・評価 ・取組内容

ロッカー改修を要する教室数(室) -           106            85 ロッカー改修教室数(室) -            17            21

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 6,108 116,682 10,556 10,000 10,000

中学校校舎等改修事業

中学校施設において、経年による建物の損耗により、機能低下が発生している箇所を改修し、教育環境の向上を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

0

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

ロッカーの工事において、夏休み中に工事を終わらせ、9月より共用開始することができまし
た。

複数年事業ではありますが、早期完了を目指して学校との調整を進めます。

教育環境の整備

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
複数年事業ではありますが、早期完了を目指して学校との調整を進めました。 教室ロッカーの改修は、児童不在の夏休み期間中に実施することから、実施教室数に限度があ

ります。

・改善した点 ・課題
改修を要するロッカーを優先順位の高いものから改修を行いました。 改修を要するロッカー全てを早期に完了させる必要があります。

・評価 ・取組内容

ロッカー改修を要する教室数（室）            267           229           190 ロッカー改修教室数（室）             37            38            39

0

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 0 135,510 18,472 24,928 24,928

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

小学校校舎等改修事業

小学校施設において、経年による建物の損耗により、機能低下が発生している箇所を改修し、教育環境の向上を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

           100

国庫補助を活用し、令和7年度予算を一部令和6年度に前倒しして実施することにより、早期に
不具合を解消しました。

東部中学校の埋設管や電気設備、常盤松中学校の受水槽に不具合が生じています。

・改善した点 ・課題
東深井中学校の受水槽や給水系統の不具合箇所について改修を行いました。 東部中学校の埋設管や電気設備、常盤松中学校の受水槽の不具合箇所について早急に対応する

必要があります。

・評価 ・取組内容
夏休み、冬休みに工事を集中させ、学校運営を止めることなく工事を完了させました。 国庫補助を活用し、令和8年度予算を一部令和7年度に前倒しして実施することにより、早急に

不具合を解消します。

教育環境の整備

           100           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

学校施設課 4,015 37,319 3,959

R7実績 R8目標
設備点検による不具合件数（件）              5             7             5 改修工事による是正率（％）

2,469 0 2,469

担当課 R7当初予算

教育環境の整備

中学校設備改修事業

中学校施設において、経年による設備の損耗箇所を改修し、教育環境の向上を図ります。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
増築校舎に伴う工事が完了しました。 令和7年度で工事は完了し、令和8年度以降は賃貸借料のみ発生となります。

生徒・教職員の安全を優先して工事を行いました。 令和7年度で工事は完了し、令和8年度以降は賃貸借料のみ発生となります。

・改善した点 ・課題
学校と調整しながら滞りなく工事を完了させることができました。 令和7年度で工事は完了し、令和8年度以降は賃貸借料のみ発生となります。

・評価 ・取組内容

設計業務の進捗率（％）            100           100 -

工事の進捗率（％）             10           100 -

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 25,740 125,692 6,597 37,462 0

常盤松中学校校舎増築事業

生徒数の増加傾向にある「常盤松中学校」について、令和8年度から増築棟の供用開始を目指します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

37,462

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

学校と調整しながら滞りなく予定範囲の工事を完了させることができました。 関係者間で密に調整を行い、安全を確保しながら円滑な事業進捗に努めます。

教育環境の整備

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
増築棟に伴う既存校舎部分の改修が完了しました。 令和8年度工事完了予定です。

・改善した点 ・課題
関係者間で密に調整を行い、安全を確保しながら円滑な事業進捗に努めました。 児童の安全を確保しながら、滞りなく工事を進捗させる必要があります。

・評価 ・取組内容

設計業務の進捗率（％）             60           100           100

工事の進捗率（％） -            10           100

0

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 190,388 112,529 13,194 426,954 426,954

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

おおぐろの森小学校校舎増築事業

児童数の増加傾向にある「おおぐろの森小学校」について、令和9年度から増築棟の供用開始を目指します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

           100

- -屋上・外壁改修を要する学校数              4 - -

発注者、施行者及び学校と協議の上、改修工事を進めました。 南流山第二小学校及び北部中学校のボイラー設備に不具合が生じています。

・改善した点 ・課題
向小金小学校グリストラップの不具合箇所について改修しました。 南流山第二小学校及び北部中学校のボイラー設備の不具合箇所について早急に対応する必要が

あります。

屋上・外壁改修工事の進捗率（％）            100

・評価 ・取組内容
夏休みに工事を集中させ、学校運営を止めることなく工事を完了させました。 発注者、施工者及び学校と協議の上、改修工事を進めます。

教育環境の整備

           100           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

学校施設課 3,707 3,674 660

R7実績 R8目標
設備点検による不具合件数（件）              1             1             2 改修工事による是正率（％）

27,841 27,841 0

担当課 R7当初予算

教育環境の整備

給食室等改修事業

学校給食施設において、経年による建物及び設備の損耗、機能低下が発生している箇所を改修し、調理環境の向上を図りま
す。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
令和7年度も引き続き、ポスターやリーフレット等を作成しこどもたちへの周知に努め、幅広
く相談を受け止めるとともに、教育委員会内の各専門職の知見を活かしながらこどもたちが抱
える悩みや困りごとの解決に向け支援しました。

生涯学習センター内に常駐する相談員が相談を受ける小中学生専用なやみホットライン及び中
学生から匿名で相談が可能なアプリを提供しています。いじめの相談だけでなく、こどもたち
が抱える多様な悩みや想いを引き出し、必要な支援に繋がるよう対応しています。

悩みや困りごとを抱える児童生徒の相談に、幅広く対応することができました。 引き続き、相談窓口の周知に努め、こどもたちが抱える悩みや困りごとの解決に取り組んでい
きます。

・改善した点 ・課題
児童生徒が抱える不安や悩み、困りごとは多様化しており、こうした児童生徒の早期発見・早
期対応に向け、悩みを持った児童生徒が迷わず相談できる環境を整えるとともに、適切な支援
に繋がるよう関係部局・関係機関との連携を図りました。

児童生徒が抱える不安や悩み、困りごとは多様化しており、こうした児童生徒の早期発見・早
期対応に向け、悩みを持った児童生徒が迷わず相談できる環境を整え、あらゆる形の予兆を拾
うことができる対応が求められています。

・評価 ・取組内容

「小中学生専用なやみホットライン」の相談
数（件）

            37            18 - 小学校「いじめアンケート」調査の結果（解
消件数÷認知件数）（％）

            91.19            91.67           100

「いじめ報告・相談アプリ」の相談数（件）             65            56 - 中学校「いじめアンケート」調査の結果（解
消件数÷認知件数）（％）

            88.10            91.15           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 8,244 7,289 3,959 8,701 0

小中学生専用なやみホットライン相談事業

いじめや学校生活で悩む児童生徒からの相談に、専門相談員が電話やメールで対応し、いじめの早期発見・早期解決を図りま
す。また、中学生には「いじめ報告・相談アプリSTANDBY」を活用し、相談環境の充実に努めます。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

8,701

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

市内2か所の教育支援センターの運営を充実させ、小学校の校内教育支援センターへ学習サ
ポート教員を配置し、不登校児童生徒への支援を充実させることができました。バーチャル空
間でのスクールカウンセラーによる相談を開始することができました。

教育支援センターや校内教育支援センターの機能を充実させていきます。児童生徒が学校以外
の居場所を見つけ、利用ができるよう、民間支援団体等との連携強化に努めます。バーチャル
空間による不登校児童生徒への相談や学習支援をさらに充実させていきます。

児童・生徒の安全確保と健康増進

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
教育支援センターや校内教育支援センターの機能を充実させていきます。児童生徒が学校以外
の居場所を見つけるきっかけとなるよう、バーチャル空間による不登校児童生徒への支援をさ
らに充実させていきました。

不登校児童生徒への支援のため、バーチャル空間での相談を実施しています。公的施設等を活
用し、不登校児童生徒の居場所の拡充と体験学習の充実を図っています。

・改善した点 ・課題
不登校児童生徒の居場所として、様々な選択肢を提示できるよう、民間支援団体との連携を図
りました。

不登校児童生徒の居場所の拡充や学びの機会の充実が求められています。多様な居場所の選択
ができるよう、ニーズに応じた情報提供や民間支援団体等との連携による支援が必要です。

・評価 ・取組内容

長期欠席児童生徒率（市内小中学校）              4.19             5.34 - フレンドステーション利用者数（定期的な利
用者数）

            39            38 -

不登校児童生徒率（市内小中学校）              2.21             2.77 - 教育相談件数（保護者、児童生徒の総計）          2,317         2,312 -

9,703

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

指導課 5,786 5,111 9,896 32,692 22,989

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

不登校児童生徒支援事業

バーチャル空間や公的施設等を居場所とした不登校児童生徒への支援を実施します。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            32

-            25

管理・普通教室棟及び特別教室棟の改修が完了しました。（江戸川台小学校）諸条件を整理
し、リニューアル工事の設計を進めました。（東小学校）

順調に進捗しています。（江戸川台小学校）
リニューアル工事に伴うエレベーター増築工事を適切に行っていきます。（東小学校）

・改善した点 ・課題
児童・教職員の安全を優先して工事を行いました。（江戸川台小学校） 児童の安全を確保しながら、滞りなく工事を進める必要があります。（江戸川小学校、東小学

校）

東小学校リニューアル事業の進捗率(％) -

・評価 ・取組内容
夏休みを中心に工事を行い、学校と調整しながら滞りなく予定範囲の工事を完了させることが
できました。（江戸川台小学校）滞りなく設計を進めました。（東小学校）

関係者間で密に調整を行い、安全を確保しながら円滑な事業進捗に努めます。（江戸川小学
校、東小学校）

教育環境の整備

            66           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

学校施設課 42,878 77,267 32,985

R7実績 R8目標
江戸川台小学校リニューアル事業の進捗率
(％)

75,328 52,160 23,168

担当課 R7当初予算

教育環境の整備

小学校校舎等リニューアル事業

老朽化の進んだ小学校をリニューアルすることで、建て替えることなく供用を継続するものです。



令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
令和7年度は事業の実施がありませんでした。 諸条件を整理し、給食施設整備の設計を進めます。

令和7年度は事業の実施がありませんでした。 関係者間で密に調整を行い、円滑な事業進捗に努めます。

・改善した点 ・課題
令和7年度は事業の実施がありませんでした。 スケジュール管理を適切に行い、円滑な事業進捗に努めます。

・評価 ・取組内容

設計業務の進捗率（％） - -            20

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校施設課 0 0 0 12,430 0

給食施設整備事業

HACCPに適合した施設に整備を行います。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

12,430

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

関係事業者との協議・調整を行いながら、安定かつ安心安全な学校給食の提供体制を維持でき
ました。

食材を安価で安定的に供給が可能な事業者との取引ができるよう、様々な事業者と協議の上、
食材の共同発注等に積極的に取り組みます。

児童・生徒の安全確保と健康増進

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状
食材を安価で安定的に供給が可能な事業者との取引ができるよう、様々な事業者と協議の上、
食材の共同発注等に積極的に取り組みました。

食材を安価で安定的に供給が可能な事業者との取引ができるよう、様々な事業者と協議の上、
食材の共同発注等に積極的に取り組んでいきます。

・改善した点 ・課題
物価高騰の中でも、規定の予算内で安心安全な学校給食の提供ができるよう、事業者との調整
を行いました。

安定的な給食提供を維持しながら、物価高騰による食材価格の変動に対応していきます。

・評価 ・取組内容

収納率（％）             99.45            99.59           100

19,749

R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績 R7実績 R8目標

学校教育課 1,307,541 1,197,681 19,791 1,470,131 1,450,382

令和7年度の取組と改善点・評価 令和8年度の現状・課題・取組
・取組内容 ・現状

学校給食公会計化事業

私会計である学校給食費の徴収及び食材費の支払いについて、市一般会計で取り扱う公会計化をはかり、教職員の負担軽減
と、支出の透明性確保を図ります。

担当課 R7当初予算 R7決算見込

            91.19

            91.15           100中学校いじめ認知件数（件）            353           328 -

いじめをはじめ、認知した事案が重大化・深刻化しないよう学校を支援しています。また、学
校だけでは解決が困難な事案への対応に当たっては、生徒指導アドバイザー、スクールソー
シャルワーカーといった専門性の高い人材を活用し、関係機関と連携しながら解決に向け取り
組みました。

いじめの認知件数は減少しつつも、重大事態にいたる件数は依然として横ばいで推移していま
す。児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、いじめ等の事案に対して、学校現場におい
て、適切な対応を徹底し、早期発見・早期対応に努めるとともに、未然防止に取り組んでいま
す。

・改善した点 ・課題
いじめの未然防止、早期発見・早期解決していくためには、学校現場における適切な対応を徹
底するとともに、児童生徒のいじめの問題への理解を深めていく必要があります。また、いじ
め等の事案の背景として、多様な要因が存在することも想定されるため、様々な専門職や関係
機関と連携した対応を行いました。

いじめの未然防止、早期発見・早期解決していくために、学校現場における適切な対応を徹底
するとともに、児童生徒のいじめ問題への理解を深めていく必要があります。また、いじめ等
の事案の背景となる多様な要因を踏まえて、様々な専門職や関係機関と連携してきめこまやか
な対応が求められています。

中学校「いじめアンケート」調査の結果
（解消件数÷認知件数）（％）

            88.10

・評価 ・取組内容
いじめをはじめ、認知した事案が重大化・深刻化しないよう学校を支援し、学校だけでは解決
が困難な事案への対応に当たっては、生徒指導アドバイザー、スクールソーシャルワーカーと
いった専門性の高い人材がその知見を生かし、関係機関と連携しながら、解決に努めました。

いじめをはじめ、認知した事案が重大化・深刻化しないよう学校を支援していきます。また、
学校だけでは解決が困難な事案の対応には、生徒指導アドバイザー、スクールソーシャルワー
カーといった専門性の高い人材を活用し、関係機関と連携しながら、児童生徒に寄り添った対
応に取り組んでいきます。

児童・生徒の安全確保と健康増進

            91.67           100

主な活動指標 R6実績 R7実績 R8目標(予定) 主な成果指標 R6実績

R7決算見込 R7職員給与費(目安) R8当初予算 R8特定財源 R8一般財源

指導課 35,498 28,276 9,236

R7実績 R8目標
小学校いじめ認知件数（件）          4,381         4,199 - 小学校「いじめアンケート」調査の結果

（解消件数÷認知件数）（％）

37,682 0 37,682

担当課 R7当初予算

児童・生徒の安全確保と健康増進

いじめ等防止対策推進事業

いじめ、不登校、児童虐待など児童生徒が置かれた環境への働き掛けや関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整を行
うスクールソーシャルワーカーを配置します。また、いじめや不登校などの予防と対策のためにWEBQU（学級集団アセスメン
ト）検査を実施します。


